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 今回、この執筆にあたって『手引き』を読

み返してあらためて気づいたことは、この箇

所には箴言 3 章１～１３節の御言葉が挙げら

れているということです。ずいぶんと長い箇

所が挙げられていますが、おそらくポイント

となるのは５～6 節ではないかと思います。

《心を尽くして主に信頼し、自分の分別には

頼るな。どのような道を歩むときも主を知

れ。主はあなたの道筋をまっすぐにしてくだ 

さる》。「自分の分別には頼るな」とありま

す。 

自分の意志、意見、計画、行動などは否定

されるものではありません。それを用いて主

の福音を伝道することは結構なことです。し

かし「こころの友伝道」のことを考えます

と、そういう伝道方策ではありません。自分

の分別による個人伝道ではなくて、チームワ

ーク伝道であるからです。 

 こころの友伝道がチームワーク伝道である

とは、三つの基本Ⅱ「牧師と信徒の祈りと協

力によるチームワーク伝道」とあるとおりで

す。そのようなチームワーク伝道は、スポー

ツにチームプレーが必要であることにたとえ

られるでありましょう。そこで大切なこと

は、そのチームワークを育てることです。

『こころの友伝道の手引き』では、「毎月一

回教会でこころの友伝道奉仕者会を開きま

す。そこではまず、奉仕者自身の養いのため

に、こころの友伝道奉仕者の基本と実際の原

則を学んだり、『こころの友伝道』紙を共に 

 

 

 

 

 

 

 

読んだりします」とあります。 

① このこころの友伝道奉仕者会のポイン

トは、牧師と信徒が集まり、共に養われると

いうことです。聖日礼拝後に定例会が開催さ

れるケースが多いと思いますので、礼拝での

御言葉の恵みに養われてからの開催となりま

すが、平日の場合には、牧師が聖書を読み、

短くてもメッセージを語り、御言葉に養われ

ることが求められます。それはこころの友伝

道の奉仕者は、新来会者・求道者という霊的

な求めをもつ魂に接し、導いていくことが求

められるからです。 

② そうした霊的な養いとともに、実際的

なこころの友伝道に仕える力を養うことも必

要です。それはこころの友伝道とは何か、ど

ういう伝道なのか、どのように行うのかとい

うようなことを繰り返し学ぶことです。その

ために『こころの友伝道の手引き』や「ここ

ろの友伝道」紙を講読し、伝道実証や現地実

証などを通して各教会での試みを教えられる

ことで、様々な気づきを与えられます。 

③ そしてなんといっても、各地区での

「こころの友伝道講習会」や「全国大会」に

参加して、同じ志をもち、祈りをもつ各教会

のこころの友伝道奉仕者との交わりはかけが

えのない養いになります。ぜひそうした「講

習会」や「全国大会」でこころの友伝道のた

めに献身するときを与えられたいものです。 

コロナ禍で共に集まって奉仕者自身の養い

を行うことが難しい時期もあったかと思いま

すが、もう一度立ち上がって、新来会者・求道

者を洗礼へと導く栄光にあずかりましょう。 
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五つの実際 その五 

「こころの友伝道奉仕者の育成」 
 日本キリスト教団 

 赤羽教会(東京) 

 牧師 大友
おおとも

 英樹
ひ で き

 

●
発
行
所
／
16
0
-
0
0
2
1
東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町

2
-
19
-
11

新
宿
シ
ャ
ロ
ー
ム
ビ
ル

2
0
7
 こ

こ
ろ
の
友
伝
道
全
国
連
合
会
 電

話
・ F
A
X
０
３
-
３
２
０
０
-
５
５
８
４
●
発
行
人
／
深
谷
春
男
●
編
集
人
／
こ
こ
ろ
の
友
伝
道
編
集
委
員
会
 


